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細胞や細胞核を大変形させるのに必要な
微小な力を検出し，細胞や核の丸ごとの
硬さを測定できる技術
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本研究の特徴を一言で言うと，

を研究開発しています。



社会背景と技術的課題
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本技術の特徴・従来研究との比較

・サンプル全体を変形させることが可能

・大変形させることが可能

・様々な力学試験が可能

・力を広いレンジで計測可能

・安価である
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原子間力
顕微鏡

光ピン
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本技術

計測精度 ◎ ◎ ○

計測領域 局所，表面 局所，表面 全体

変形領域 微小変形 微小変形 大変形

測定対象 細胞，分子 細胞，分子
組織，細胞，

分子

三次元マイクロ
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力:

F = kX

伸び:

D = L – L0



具体的な取り組み 氏原 嘉洋 研究シーズ

転移能の高い細胞は，軟らかい！

細胞硬さで悪性度（転移能の高さ）を評価（診断）可能！
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• 細胞や核の力学特性（硬さや
粘性）の計測技術に関心のあ
る企業様はご相談ください．

• サンプルを把持するガラスの
表面加工技術や微小な力を検
出可能なセンサ技術をお持ち
の企業様と計測装置のさらな
る改良を進めていきたいです．

求める連携先・メッセージ 氏原 嘉洋 研究シーズ

様々なスケールの生体組織の力学特性の計測
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基礎固め 実用性評価

※提供の際は諸手続が必要となるため、下記問合せ先までご連絡願います。
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